










研究目的 川崎病に対するガンマーグロブリン大量療法の有効性が報告されているがその

機作はいまだ不明である。そこで我々は心冠状動脈系に多彩な動脈炎が発生することで知

られている血清病モデルでの心冠状動脈病変の発現に対し,同種 1gG の静脈内大量投与を

行い,断層心エコーによる経時的観察および血液学的検査を行うとともに,摘出した心病変

の病理形態学的変化について検討したので報告する。 


